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「日本原色アザミウマ図鑑」
正誤表

2022年11月30日 初版 第1刷

訂正箇所 誤 正

p8 md: mandibular stylet 大腮 大腮刺針

p11 T106 abdominalis
命名者名 (Bagnall, 1910) (Crawford, 1910)

p17 右下、
Franklinothrips oblongus Franklinothrips oblongus, head, Franklinothrips oblongus,

p49

Nesothrips brevicollis
右下から2番目画像 ［右に差し替え］

Nesothrips brevicollis
左最下段画像 ［右に差し替え］

Nesothrips brevicollis
右最下段画像 ［右に差し替え］

p67 左側、6行目 Steneurothripidae Stenurothripidae

p210 T106 コスモスアザミウマ
命名者名 (Bagnall) (Crawford)

p216 T112 Mycterothrips japonicus
の解説 触角は…第３節は黄色 触角は…第３、４節は黄色

p242 右側、2行目 後縁毛は波打たない。 後縁毛は波打つ。

p253 T149 イネアザミウマの解説
全文

［誤った内容ではないが、次ページ
のS. dentatusと内容がほぼ同じ 
ため、新たに書き起こした］

次ページ参照
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［形態］体長♀約1.4 mm、♂約1.2 mm。♀♂ともに長
翅型〔a & b〕。体は暗褐色。腿節及び脛節は褐色、跗節は
黄色；触角第3-5節基部1/2は黄色〔d〕；前翅は褐色〔 f〕。
頭部は幅とほぼ同じ長さで前方にやや突出し、頬はほぼ
直線的〔c〕；単眼間刺毛は後方単眼の前方から生じる；複
眼後方のS1刺毛をしばしば欠き、S3刺毛は最長。触角は
7節で第6は最長。前胸背板は大部分平滑で、約20本の
背板上刺毛と3対の後縁刺毛を持つ。中胸背板の前方に
鐘状感覚器を欠く。後胸背楯板は間隔の狭い縦条刻線を
備え、鐘状感覚器を欠く〔e〕。中胸腹板叉状器は小棘を欠

くか痕跡的〔g〕。腹部背板の後縁は外側を向いた小さな
歯状突起を持つ；第9背板の鐘状感覚器は1対〔h〕。腹板
は副刺毛を欠く。♂腹部背板後縁の外側を向く歯状突起
は♀よりも大きく、第8背板後縁には中央部へ向かう突起
を持つ〔 i〕；腹板は微刺を持ち、腹板の腺域は横長〔 j〕。

［分布］日本全国；ほぼ汎世界。
［生態］様々なイネ科に見られる。

[Diagnosis] Body brown; fore wing dark.Mesonotum without CPS anteromedially; metascutal sculpture closely spaced, CPS 
absent; mesosternal spinula absent. Abdominal tergite IX with 1 pair of CPS; sternites without discal setae. Male sternites with 
microtrichia; sternites III-VII with sternal pore plates transverse.

Stenchaetothrips biformis �(Bagnall )� イネアザミウマ

訂正箇所 誤 正

p281 T177 ミナミキイロアザミウマ
の解説　右側、最下行 鐘状感覚器を欠き 鐘状感覚器を持ち

（2026年6月8日 現在 全国農村教育協会）

P253　T149 イネアザミウマの解説


